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【手続補正書】
【提出日】平成29年11月15日(2017.11.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　放送を通じてコンテンツを送信する送信方法であって、
　前記コンテンツが格納される可変長の複数の第１の伝送単位が複数含まれる、固定長の
伝送用のフレームを複数生成する生成ステップと、
　生成された複数の前記フレームを送信する送信ステップとを含み、
　前記生成ステップでは、
　前記複数のフレームに複数の前記第１の伝送単位を順次配置し、
　前記配置において、処理対象のフレームの残り容量より処理対象の第１の伝送単位のデ
ータ量が小さい場合であっても、当該処理対象の第１の伝送単位を次のフレームに配置す
る
　送信方法。
【請求項２】
　前記第１の伝送単位には最少データ量が定められており、
　前記生成ステップでは、前記処理対象のフレームに前記処理対象の第１の伝送単位を配
置した後の残り容量が前記最少データ量より小さい場合、当該処理対象の第１の伝送単位
を前記次のフレームに配置する
　請求項１記載の送信方法。
【請求項３】
　前記複数の第１の伝送単位の各々は、前記コンテンツが格納されるＩＰ（Ｉｎｔｅｒｎ
ｅｔ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）パケットを含む
　請求項１又は２記載の送信方法。
【請求項４】
　前記コンテンツは、前記ＩＰパケット内のＭＭＴ（ＭＰＥＧ　Ｍｅｄｉａ　Ｔｒａｎｓ
ｐｏｒｔ）パケットに格納される
　請求項３記載の送信方法。
【請求項５】
　前記フレームは、固定長の複数の第２の伝送単位を含み、
　前記複数の第２伝送単位の各々は１以上の前記第１の伝送単位を含む
　請求項１～４のいずれか１項に記載の送信方法。
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【請求項６】
　前記第１の伝送単位は、ＴＬＶ（Ｔｙｐｅ　Ｌｅｎｇｔｈ　Ｖａｌｕｅ）パケットであ
り、
　前記第２の伝送単位は、高度ＢＳ伝送方式におけるスロットであり、
　前記フレームは、高度ＢＳ伝送方式における伝送スロットである
　請求項５記載の送信方法。
【請求項７】
　放送を通じてコンテンツを送信する送信装置であって、
　前記コンテンツが格納される可変長の第１の伝送単位が複数含まれる、固定長の伝送用
のフレームを複数生成する生成部と、
　生成された複数の前記フレームを送信する送信部とを備え、
　前記生成部は、
　前記複数のフレームに複数の前記第１の伝送単位を順次配置し、
　前記配置において、処理対象のフレームの残り容量より処理対象の第１の伝送単位のデ
ータ量が小さい場合であっても、当該処理対象の第１の伝送単位を次のフレームに配置す
る
　送信装置。
【請求項８】
　請求項７記載の送信装置と、
　前記送信装置から前記複数のフレームを受信する受信装置とを含む
　システム。
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